
旭市の財政状況

旭市の財政（一般会計）を
家計に置き換えてみると
市の決算額は金額が大きいため、なかなかイメージしにくいかもしれません。
そこで平成28年国民生活基礎調査の１世帯当たりの平均所得金額546万円で計算してみました。

収　入 支出

給与
（市税・地方譲与税・その他交付金） 150万円

親からの仕送り
（地方交付税・国県支出金） 234万円

家賃収入
（分担金・負担金・使用料・手数料・財産収入など）

19万円

貯金の取り崩し
（繰入金） 5万円

その他
 （寄付金・繰越金・諸収入） 97万円

ローン借り入れ
（市債） 41万円
合　計 546万円

食費
（人件費）※1 91万円

医療費など
（扶助費）※２ 85万円

ローンの返済
（公債費）※３ 48万円

光熱水費や通信費など
（物件費、補助費等）※４、※５ 150万円

家や家財、車の修繕費
 （維持補修費・普通建設事業費など）※６ 57万円

貯金や投資
（積立金・投資・出資金・貸付金） 44万円

子どもへの仕送り
（繰出金）※７ 45万円
合　計 520万円

※１ 人件費…市職員の給与や手当などを支払うための経費	 	
※２ �扶助費…医療に関する経費や、生活保護・児童手当の給付、私立保育園の運営補助などにかかる経費
※３ 公債費…国や金融機関から借りたお金の返済にかかる経費
※４ 物件費…電気料金や消耗品の購入費、委託料など	
※５ 補助費等…各種団体に対する補助にかかる経費	 	
※６ 普通建設事業費…道路や公園、学校など公共施設の建設や改修などにかかる経費	
※７ �繰出金…特別会計の歳入を補うための経費
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328億
7,448万円
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312億
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歳出

民生費
87億9,404万円
28.2%

民生費
87億9,404万円
28.2%

地方交付税
92億9,173万円
28.3%
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92億9,173万円
28.3%

市税
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諸収入
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6.0%

その他
19億6,841万円
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その他
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3.0%

農林水産費
9億4,446万円

3.0%
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用語の解説
民生費…児童・高齢者・障害者などの社会福祉にかかる経費
衛生費…旭中央病院への負担金、健康増進、疾病予防、環境保全などにかかる経費
総務費…庁舎の管理や各種証明書の交付、地域振興などにかかる経費
公債費…事業を行うために国や金融機関から借り入れたお金の返済にかかる経費
土木費…道路、公園などの整備や維持管理にかかる経費
教育費…学校教育、社会教育などの教育行政にかかる経費
消防費…消防署などの整備や防災にかかる経費
農林水産業費…農林漁業の振興にかかる経費
その他…議会の運営、商工・観光や就労支援などにかかる経費

市民１人当たりに
 使われたお金

46万7千円

市民１人当たりが
 負担した市税

11万1千円

人口　66,844人
（前年比　▲571人）

世帯数　25,763世帯
（前年比　＋173世帯）
（平成29年3月31現在）

平成28年度一般会計決算

軽自動車税
1億4,884万円

固定資産税
29億4,244万円

固定資産税
29億4,244万円物件費

33億8,991万円
物件費

33億8,991万円

公債費
28億6,906万円

公債費
28億6,906万円

その他
55億6,571万円

その他
55億6,571万円

市たばこ税
5億6,035万円
市たばこ税

5億6,035万円

都市計画税
2億4,970万円
都市計画税

2億4,970万円

軽自動車税
1億8,711万円
軽自動車税

1億8,711万円

市民税
34億9,194万円
市民税
34億9,194万円

人件費
54億7,655万円
人件費
54億7,655万円

扶助費
51億598万円
扶助費
51億598万円

補助費等
56億975万円
補助費等
56億975万円

普通建設事業費
31億9,693万円
普通建設事業費
31億9,693万円

その他
905万円
その他
905万円
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